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市
教
育
委
員
会
で
は
、
三
月
二
十
二
日
、
昭
和
六
十
二
年
度

の
市
指
定
文
化
財
に
、
平
安
時
代
の
仏
像
二
点
と
鎌
倉
時
代
の

狛
犬
（
こ
ま
い
ぬ
）
一
点
の
計
三
点
を
指
定
。
三
月
三
十
一
日

に
告
示
し
ま
し
た
。
今
回
指
定
の
三
点
は
、
先
に
市
文
化
財
保

護
委
員
会
の
答
申
を
受
け
て
い
た
も
の
で
、
市
指
定
文
化
財
は
、

こ
れ
で
有
形
が
二
十
六
件
、
無
形
（
宇
治
茶
手
も
み
）
が
・
一
件

の
計
二
十
七
件
に
な
り
ま
し
た
。

字
軋
神
ぶ
の
木
造
狛
犬

こ
の
程
指
定
さ
れ
た
の
は
、
宝

寿
寺
采
幡
御
蔵
山
）
の
「
木
造
菩

薩
形
坐
像
（
ぼ
さ
つ
き
ょ
う
ざ
ぞ

う
）
」
、
西
導
寺
（
五
ヶ
庄
大
林
）
の

「
木
造
毘
沙
門
天
立
像
（
び
し
や
も

ん
て
ん
り
ゅ
う
ぞ
う
）
」
、
宇
治
神

社
（
宇
治
山
田
）
の
「
木
造
狛
犬
（
も

ぐ
ぞ
う
こ
ま
い
ぬ
）
」
。
の
三
点
。

宝
寿
寺
の
菩
薩
形
坐
像
は
ヒ
ノ

キ
材
の
一
木
造
り
で
、
も
と
滋
賀

県
・
金
勝
寺
の
塔
頭
（
た
っ
ち
ゅ

う
）
、
金
龍
寺
に
あ
っ
た
も
の
を
、

宝
寿
寺
開
創
時
（
大
正
九
年
）
に

移
さ
れ
て
来
た
も
の
で
す
。
右
足

牽
上
に
し
て
、
結
跳
訣
坐
（
け
っ

か
ふ
ざ
）
す
る
菩
薩
像
で
、
は
つレ西導寺の木造毘沙門天立像……

・平安時代後期＼

’・高さ95・7ｃｍ・．
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ら
つ
と
し
て
豊
か
な
量
感
あ
る
肉

身
は
、
真
言
密
教
の
影
響
哭
茄

が
わ
せ
ま
す
。

西
導
寺
の
毘
沙
門
天
立
像
は
、

ヒ
ノ
キ
材
の
寄
木
造
り
。
左
手
に

宝
塔
を
の
せ
、
右
手
で
載
（
げ
き

＝
中
国
古
代
に
用
い
ら
れ
た
兵
器

の
一
つ
）
を
握
っ
て
、
岩
座
に

立
っ
て
い
ま
す
。
頭
・
体
の
バ
ラ

ン
ス
が
よ
く
と
れ
、
非
常
に
綿
密

な
彫
法
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

目
鼻
立
ち
を
中
央
に
集
め
、
体
の

両
脇
を
引
き
締
め
る
な
ど
、
力
の

こ
も
っ
た
造
形
感
覚
は
、
平
安
後

期
の
正
統
な
仏
師
の
手
に
よ
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
宇
治
神
社
の
狛
犬
は
、
ヒ

ノ
キ
材
の
一
木
造
り
で
、
頭
部
を

阿
形
（
あ
ぎ
ょ
う
＝
ロ
を
開
け
て

い
る
方
）
は
左
方
に
、
吽
形
（
う
ん

ぎ
ょ
う
＝
ロ
を
閉
じ
て
い
る
方
）

’
は
わ
ず
か
に
右
に
ひ
ね
り
、
胴
を

立
て
ぎ
み
に
座
っ
て
い
ま
す
。
鎌

倉
時
代
の
木
造
狛
犬
と
し
て
は
最

大
級
で
、
前
肢
を
大
き
ぐ
踏
ん
張

り
、
豊
か
な
た
て
が
み
夕
微
妙
に

’
そ
よ
が
せ
る
な
ど
写
実
的
な
表
現

が
見
ら
れ
ま
す
。
特
に
阿
形
像
の

・
格
調
高
い
面
貌
表
現
は
素
晴
ら
し

く
、
二
体
は
同
時
期
の
作
で
は
あ

る
が
、
別
の
作
者
の
手
に
よ
る
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

昭
和
六
十
二
年
十
月
八
日
の

市
議
会
九
月
定
例
会
で
「
核
兵

器
廃
絶
平
和
都
吏
碁
＝
」
が
、
全

会
一
致
で
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

市
で
は
、
こ
の
決
議
を
受
け

て
、
市
平
和
都
市
推
進
協
議
会

を
中
心
に
、
真
の
恒
久
平
和
推

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
地
域

内
の
様
々
な
機
関
や
団
体
、
個

人
が
加
入
し
て
、
福
祉
の
町
づ

く
り
を
進
め
る
、
市
民
主
体
の

進
を
強
力
に
進
め
る
こ
と
か
長

定
。
こ
の
程
そ
の
一
環
と
し
て
、

平
和
の
尊
さ
を
認
識
し
、
一
層

の
世
界
平
和
を
祈
念
し
て
、
新

た
な
「
シ
ン
ボ
ル
像
」
’
（
市
役

所
庁
舎
前
庭
に
設
置
）
を
建
設

し
ま
す
。

そ
こ
で
こ
の
新
た
な
像
が
、

平
和
な
未
来
へ
の
確
固
た
る
基

礎
と
な
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

平
和
へ
の
願
い
を
込
め
硲
れ
た

像
と
な
る
ぷ
つ
、
建
設
に
当
た

り
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

広
く
市
民
の
皆
さ
ん
の
自
発
的

な
募
金
を
賜
わ
り
ま
す
ぶ
つ
、

お
願
い
し
ま
哭

組
織
で
す
。

高
齢
化
社
会
の
到
来
と
共
に
、

寝
た
き
り
や
Ｉ
’
人
暮
ら
し
の
お

年
寄
り
な
ど
の
生
活
・
介
護
問

▲一人暮らし老人へお節料理を

（62年12月3Ｄ日）

「
平
和
の
シ
ン
ボ
ル
像
」

建
設
募
金
の
要
領

○
建
設
経
費
と
平
和
事
業
経
費

・
・
・
目
標
募
金
額
一
千
万
円
。

○
経
費
の
捻
出
…
市
民
の
皆
さ

ん
の
自
発
的
な
募
金
・
浄
財

で
建
設
。

Ｏ
募
金
の
運
動
期
間
・
・
・
四
月
一

日
～
八
月
三
十
一
日
。

Ｏ
受
け
付
け
・
・
企
画
管
理
部
総

務
課
。

な
お
新
し
い
像
は
、
市
役
所

庁
舎
前
庭
に
設
置
。
八
月
十
五

日
の
終
戦
記
念
日
に
除
幕
す
る

予
定
で
す
。
詳
し
く
は
企
画
管

理
部
総
務
課
（
酋
⑩
3
1
4
1
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

（
企
画
管
理
部
総
務
課
）

題
、
障
害
（
児
）
者
の
地
域
生

活
で
の
諸
問
題
、
ま
た
、
家
庭

や
子
μ
石
を
巡
る
地
域
環
境
の

問
題
な
ど
、
地
域
福
祉
の
た
め

の
組
織
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な

っ
て
来
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
。
社
戸

が
中
核
と
し
て
活
動
出
衛
る
よ

う
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

（
会
費
（
年
額
）
）

Ｏ
一
般
会
員
上
口
五
百
円

○
賛
助
会
員
上
口
千
円
Ｏ
特

別
会
員
上
口
一
万
円
。

な
お
、
新
規
加
入
や
会
費
納

入
の
手
続
き
を
、
自
治
会
・
町

内
会
の
役
員
の
皆
さ
ん
に
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
詳
し
ぐ
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
（
容
⑩
5
6

5
0
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
（
襲
福
祉
協
議
会
）

837

市
民
参
加
で
福
祉

町
を

宇治市指定文化財に

新たに3点を指定

宝
寿
寺
・
木
造

菩
薩
形
坐
像

西
導
寺
・
木
造

毘
沙
門
天
立
像

宇
治
神
社

木
造
狛
犬

「平和の像」をみんなの手で

建設募金のお願い社
協
会
員
を
募
集
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桜
の
花
の
は
こ
ろ
び
に
合
わ
せ

て
、
第
十
二
回
宇
治
川
さ
く
ら
ま

つ
り
が
府
立
宇
治
公
園
中
の
島
一

帯
で
開
か
れ
ま
す
。
今
年
は
、
野

点
席
・
宇
治
川
春
の
市
・
炭
山
陶

器
ま
つ
り
の
外
、
「
町
か
ど
の
芸

能
」
（
お
さ
だ
塾
）
な
ど
、
盛
り
だ

く
さ
ん
で
充
実
し
た
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。

う
た
ら
か
な
春
の
一
日
、
ご
家

族
そ
ろ
っ
て
お
越
ト
だ
さ
い
。

▽
と
き
・
と
こ
ろ
・
：
4
月
9
日
出
、

1
0
日
㈲
、
午
前
1
0
時
～
午
後
4

時
。
府
立
宇
治
公
園
と
観
光
セ

ン
タ
ー
。

牡
・
抹
茶
席
・
お
し
の
ぎ

席
（
番
茶
点
前
）
。

▽
炭
山
陶
器
ま
つ
り
…
陶
器
の
即

売
・
京
焼
即
日
抽
選
会
・
μ
ろ

ん
こ
広
場
。

▽
宇
治
川
春
の
市
・
・
・
茶
そ
ば
・
植

木
市
・
地
場
産
品
即
売
・
銘
酒

コ
ー
ナ
ー
・
竹
細
工
な
ど
。

▽
町
か
ど
の
芸
能
・
・
・
9
日
は
午
後

1
時
と
3
時
、
1
0
日
は
午
前
1
1

時
、
・
午
後
1
時
、
3
時
。

▽
伝
統
工
芸
名
陶
展
示
…
4
月
1

日
か
ら
1
0
日
ま
で
、
観
光
セ
ン

タ
ー
で
開
催
。

▲町かどの芸能（おさだ塾提供）

▽
宇
治
川
ま
っ
り
…
1
9
旱
後
1

時
か
ら

前
売
券
二
千
円
（
抹
茶
券
・
お

し
の
ぎ
券
・
名
陶
抽
選
券
・
町
か

ど
の
芸
能
入
場
券
・
芦
ろ
ん
こ
広

場
参
加
券
・
京
焼
即
日
抽
選
券
付

意
は
、
観
光
セ
ン
タ
ー
・
観
光

案
内
所
・
商
工
会
議
所
・
京
阪
交
’

通
社
各
営
業
所
で
販
売
中
。

問
い
合
わ
せ
は
、
肋
宇
治
市
観

湧
饗
（
豊
⑩
3
3
3
4
）
へ
。

（
商
工
観
光
課
）

入
賞
の
3
4
人
を
表
彰

四
季
を
通
じ
た
宇
治
の
表
情
を

テ
ー
マ
に
行
わ
れ
て
い
た
第
五
回

宇
治
市
観
光
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
の

審
査
会
が
、
三
月
三
日
に
観
光
セ

ン
タ
ー
で
開
催
。
応
募
作
品
数
は

三
百
二
点
（
百
二
十
人
）
と
昨
年

牽
杢
で
上
回
り
ま
し
た
。

表
彰
式
は
、
三
月
二
十
七
日
に

観
光
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
入
賞

さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
次
の
と
お
り

小倉喜蔵さんの作品▲宇治市長賞

で
す
。
（
囲
み
内

は
作
品
題
名
）

▼
推
薦
…
宇
治

市
長
賞
＝
小
倉
喜

蔵
〔
鵜
飼
〕
、
㈹
宇

治
市
観
光
協
会
長

賞
1
小
西
保
〔
萬

福
寺
煎
茶
大
会
〕

▼
特
選
…
京
都
府

知
事
賞
＝
三
好
英

夫
〔
宇
治
川
秋
冷
〕
、

㈹
京
都
府
観
光
連

盟
賞
＝
北
川
恵
一
〔
万
福
寺
中
国

祭
〕
、
宇
治
商
工
会
議
所
会
頭
賞
9

梅
野
弘
明
〔
七
五
三
〕
▼
準
特
選
・
：

㈹
日
本
観
光
協
会
関
西
支
部
長
賞

＝
通
円
亮
太
郎
〔
極
楽
浄
土
〕
、
西

日
本
旅
客
鉄
道
㈱
賞
＝
馬
込
和

夫
〔
灯
篭
流
し
〕
、
京
都
府
写
真
材

料
商
業
組
合
賞
＝
久
保
田
茂
〔
平

等
院
の
藤
〕
、
京
阪
電
気
鉄
道
賞
―

寺
島
正
英
〔
や
ま
曇
箆
咲
く
恵

心
院
〕
、
京
阪
宇
治
交
通
賞
＝
山
本

栄
三
〔
賑
り
つ
プ
ー
ル
〕
▼
京
都
国

体
特
別
賞
＝
河
村
時
雄
〔
真
夏
の

熱
戦
〕
、
和
田
忠
雄
〔
讃
え
会
う
〕
、

谷
口
敏
子
〔
シ
ュ
ー
ト
・
競
り
合

い
〕
、
藤
木
明
雄
〔
京
都
国
体
に
備

え
て
〕
、
鎧
塚
俊
雄
〔
和
〕
▼
入
選
・
・
・

コ
ニ
カ
カ
ラ
ー
賞
＝
井
田
雅
之
、

田
中
均
、
高
井
永
之
助
、
萱
原
正
信

大
久
保
青
少
年
セ
ン
タ
ー

子
ど
も
ク
ラ
ブ
員
を
募
集

大
久
保
青
少
年
セ
ン
タ
ー
で

は
、
手
芸
・
人
形
劇
・
卓
球
・

将
棋
・
木
工
な
ど
、
五
つ
の
子

μ
も
ク
ラ
ブ
の
部
員
翼
葉
し

孚
。友

だ
壷
岳
っ
て
好
き
な
ク

ラ
ブ
で
、
楽
し
い
遊
び
の
輪
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
ク
ラ
ブ
の
活
動
内
容

に
よ
っ
て
は
、
材
料
費
な
ど
を

出
費
す
る
こ
と
が
あ
り
康
司

▽
対
象
・
：
市
内
在
住
の
小
学
校

▲みんなで楽しく遊ぼう

新
4
年
生
以
上
中

学
生
ま
で
。

▽
定
員
・
：
各
ク
ラ
ブ

共
2
0
人
（
先
着
順
）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
…

申
し
込
み
用
紙
（
同
セ
ン
タ

ー
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
大
久
保
青
少

二八

大久保青少年センター
（平盛ふれあいセンター）

年
セ
ン
タ
ー
（
大
久
保
町
平

盛
3
0
の
4
・
容
⑩
7
4
4
7
）

へ
。

夭
久
保
青
少
年
セ
ン
タ
士

●手芸クラブ‥

針やミシンを便って、

いろいろな物をつく

ります。

●人形劇クラブ

自分で人形をつくり、

人形劇を行います。

●卓球グラフ

反射神経が養われま

す。練習試合が出来

るように、がんばり

・ましよう。

●将棋グラフ

頭の強くなる楽しい

クラブです。

●木工クラブ

いろいろな材料を工

夫して作品をつくり

ます。

838

北
川
恵
一
、
渋
谷
昇
、
三
好
英
夫
、

小
倉
喜
蔵
、
山
本
英
三
、
寺
島
正

英
示
西
保
、
鎧
塚
俊
雄
、
久
保
田

謙
二
、
伊
藤
照
夫
、
藤
木
明
雄
、

横
道
政
一
、
西
條
佳
紀
、
市
原
隆
司
、

中
野
治
英
。

《
入
賞
作
品
展
示
会
》

▼
と
き
・
会
場
・
：
5
月
5
日
俐

ま
で
観
光
セ
ン
タ
ー
2
階
（
た
だ

し
、
4
月
2
日
と
3
日
は
休
み
、

4
月
9
日
と
1
0
日
は
雨
天
の
場
合

休
み
）
。
5
月
6
日
廊
～
1
9
日
俐

は
ポ
ル
タ
ー
ス
ト
リ
ー
ト
ー
ギ
ャ

ラ
リ
ー
（
京
都
市
下
京
区
）
で
展

示
。
（
商
工
観
光
課
）

4月6日～15日

大身につけよう正しい交通ルール

四
月
六
日
か
ら
春
の
全
国
交

通
安
全
運
動
が
一
斉
に
展
開
さ

れ
圭
ｙ
。
今
は
、
新
入
学
の
季

節
。
新
入
学
児
の
い
る
家
庭
で

は
、
交
通
安
全
に
つ
い
て
家
族

み
ん
な
で
話
し
合
い
を
し
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
入
学
前
に
通
学

路
を
Ｉ
諸
に
歩
き
、
横
断
歩
道

の
渡
り
方
、
信
号
の
見
方
な
ど

正
し
い
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

市
と
宇
治
市
交
通
安
全
対
策

協
議
会
で
は
、
期
間
中
、
○
子

ど
も
と
高
齢
者
の
事
故
防
止
○

二
輪
車
の
事
故
防
止
と
若
年
運

転
者
に
よ
る
無
謀
運
転
の
追
放

○
正
し
い
方
法
に
よ
る
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用

の
徹
底
の
三
点
を
重
点
目
標
に

し
て
、
運
裂
潅
め
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
宇
治
警
察
署
な
ど

の
協
力
を
得
て
、
左
表
の
啓
発

活
動
や
交
通
安
全
の
催
し
を
行

い
毒
了
。

と
こ
ろ
で
、
六
十
二
年
中
に

お
け
る
市
内
の
交
通
事
故
発
生

状
況
は
、
下
表
の
と
お
り
で
す
。

前
年
に
比
べ
て
、
死
者
数
は
微

減
し
て
い
る
も
の
の
、
発
生
件

数
・
負
傷
者
数
は
激
増
し
て
い

市内の交通事故発生状況

こいべし ａｉ ｆｉ’2増減

発生件数（件）≪5ｆｌ955 十96

’／Ｉ：者数（Ｋ）8 7 －－1

負傷者数リ○1，0521．196十144

毒
了
。

交
通
事
故
の
無
い
明
る
い
町

づ
く
り
の
た
め
、
正
し
い
交
通

ル
ー
ル
か
身
に
つ
け
、
思
い
や

り
の
あ
る
交
通
マ
ナ
ー
を
実
践

し
ま
し
ょ
う
。
（
交
通
労
政
課
）

回国申⑩回し

」
交
通
安
全
の
た
め
の
パ
ト
ロ
ー
ル

4
月
6
日
…
困
、
午
前
9
時
～
午
後
5
時
。

国
体
煩
火
リ
レ
ー
コ
ー
ス
。

」
交
通
安
全
高
齢
者
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

4
月
7
日
團
、
午
前
9
時
～
午
後
5
時
。

（
雨
天
の
場
合
は
8
日
）
太
陽
が
丘
。

」
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド

4
月
9
日
出
、
午
前
1
0
時
～
正
午
。

宇
治
市
役
所
↓
宇
治
橋
西
詰
。

受
講
生
を
募
集

中
央
・
木
幡
小
倉
・
広
野

　
公
民
館
で
4
月
1
4
日

ｍ
で
受
け
付
け

号
、
他
言
Ｉ
ス
を
書
い
て
、

4
月
2
日
出
か
ら
4
月
1
4
日
困

ま
で
に
中
央
公
民
館
宇
治
鳳
凰

大
学
へ
。
既
に
在
籍
し
て
い
る

人
は
、
申
し
込
み
不
要
。

木
幡
許
乃
国
教
室

小
倉
高
齢
者
教
室

広
野
高
齢
者
教
室

こ
の
三
つ
の
教
室
は
、
そ
れ
ぞ

れ
一
年
間
で
終
了
し
未
丁
］
が
、
毎

年
受
講
す
る
こ
と
が
出
来
毒
了
。

▼
対
象
・
：
6
5
歳
以
上
の
市
民
。

▼
開
設
期
間
と
時
間
・
：
5
月
か
ら

翌
年
3
月
ま
で
の
全
1
2
回
、
午

前
9
時
半
～
正
午
。

▼
会
場
と
開
講
日
・
：
木
幡
公
民
館

が
5
月
1
0
日
㈹
、
小
倉
公
民
館

が
5
月
6
日
面
、
広
野
公
民
館

が
5
月
1
3
日
面
。

▼
学
習
内
容
・
：
健
康
管
理
、
文
学

歴
史
、
政
治
経
済
、
社
会
福
祉

な
ど
に
つ
い
て
総
合
的
に
学
肩

▼
定
員
（
先
着
順
）
…
木
幡
公
民

館
1
5
0
人
、
小
倉
公
民
館
1
2
0
天
、

広
野
公
民
館
1
0
0
人
。

▼
申
し
込
み
・
・
・
は
が
き
に
住
所
、

‘
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番

号
、
「
高
齢
者
教
室
受
講
希
芦

と
書
い
て
4
月
2
日
出
か
ら
4

月
1
4
日
閑
ま
で
に
ご
希
望
の
公

民
館
へ
。

（
中
央
・

木
幡
・
小
倉
・
広
野
公
民
館
）

ス
ピ
ー
ク
サ
ロ
ン

毎
日
報
道
さ
れ
る
新
聞
記
事
を

元
に
、
自
分
た
ち
の
身
近
な
問
題

を
み
ん
な
で
話
公
に
い
ま
す
。

必
要
に
応
じ
て
テ
ー
マ
を
設
け
、

○中央公民館

折居台1丁目1

豊⑩1411

0 木幡公民館

木幡内畑34－7

容⑩8290

0 小倉公民館

小倉町寺内91

ａ⑩4687

0 広野公民館

広野町寺山17
ａＲ7450

講
座
や
講
演
会
を
開
き
、
有
意
義

で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。

▼
と
き
・
・
・
4
月
1
2
日
㈹
か
ら
、

翌
年
3
月
7
日
脚
の
毎
月
第
1
・

灸
曜
日
（
全
2
1
回
）
、
時
間
は
い

ず
れ
も
午
後
1
時
半
1
3
時
半
▼

と
こ
ろ
・
：
広
野
公
民
館
▼
定
員
・
：

1
5
人
（
先
着
順
）
▼
対
象
二
般
市

民
▼
申
し
込
み
…
広
野
公
民
館
へ

電
話
か
直
接
来
館
で
。

（
広
野
公
民
館
）

お春
は‥
な休
し
会み

▼
と
き
・
：
4
月
1
日
面
、

午
後
3
時
半
～
4
時
▼
と

こ
ろ
・
・
・
中
央
図
書
館
▼
内

容
…
お
は
な
し
、
読
み
聞

か
せ
な
ど
▼
対
象
…
小
学

校
新
1
～
3
年
生
▼
入
場

・
：
無
料
▼
問
い
合
わ
せ
…

中
央
図
書
館
（
容
⑩
1
5

1
1
）
へ
。
（
中
央
図
書
館
）

8
8
春
の
ロ
ビ
ー
展
示

ふ
る
さ
と
発
見
健
康
遊
歩

4
月
5
日
（
火
）
～
6
月
2

6
日
（
日
）

歴
史
資
料
館

第12回　宇治

川さくらまつり

観
光
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

春の全国交通安全運動

高齢者

教室Ｉ
ｆ
ｊ
！
Ｉ
宇
治
鳳
凰
大
学

4月9日（土）・10日（日）塔の島

で

公民館の所在地



転ばぬ先のつえ

加入団体を募集

ｍｍ斜

＝ボフ魏價ｊｔｊｊ

昌にノ

会ニ袁腹

の
団
体
を
受
け
付
け
ま

す
。こ
の
制
度
は
、
社
会

教
育
団
体
な
ど
の
責
任

者
や
指
導
者
が
、
活
動

中
に
行
事
参
加
者
な
ど

め
身
体
・
財
物
に
損
害

を
与
え
た
場
合
の
、
賠

償
責
任
か
補
償
す
る
た

め
に
設
置
し
て
い
る
も
の
で
す
。

〈
対
象
〉

社
会
教
育
団
体
、
ス
ポ
ー
ツ
ー
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
団
体
、
青
少
年

健
全
育
成
団
体
、
子
ど
も
・
学
習
・

研
究
の
た
め
の
文
化
サ
ー
ク
ル
、

福
祉
団
体
な
ど
（
団
体
活
動
中
で

あ
り
、
集
合
地
か
ら
解
散
地
ま
で

の
間
に
発
生
の
事
故
に
限
定
）
。

〈
内
容
〉

行
事
参
加
者
の
事
故
に
対
し
、

責
任
者
や
指
導
者
が
法
律
上
の
賠

償
責
任
を
負
っ
た
場
合
に
適
用
さ

れ
未
夏
た
だ
し
、
傷
害
保
険
で
は

あ
り
ま
せ
ん
）
。

▼
補
償
限
度
額
・
：
対
人
（
一
人
）

＝
二
千
万
円
、
事
故
（
一
件
了
五

千
万
円
、
財
物
＝
二
百
万
円
。
免

責
額
は
一
万
円
。

〈
有
効
期
間
〉

認
定
を
受
け
て
か
ら
、
6
4
年
4

月
1
日
の
午
後
4
時
ま
で
。

《
申
し
込
み
》
’

団
体
の
代
表
者
が
、
団
体
活
動

に
関
す
る
市
役
所
の
各
課
な
ど
で
、

加
入
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
既
に
加
入
し
て
い
る
場
合

も
、
更
新
手
続
が
必
要
。

（
企
画
管
理
部
総
務
課
）

奨
学
生
の
募
集

二
〈
十
三
年
度
宇
治
市
奨
学
生
の

募
集
を
行
い
水
子
。

▼
対
象
…
本
人
と
保
護
者
が
市

内
に
引
き
続
き
ａ
年
以
上
住
み
、

学
資
の
支
出
が
困
難
で
他
の
奨
学

金
な
ど
を
受
け
て
い
な
い
人
（
学

校
が
遠
い
た
め
、
本
人
だ
け
が
下

宿
し
て
い
る
場
合
も
含
む
）
▼
募

集
人
数
・
：
若
干
名
▼
貸
与
月
額
・
：

高
校
生
＝
公
立
六
千
九
百
円
、
私

立
一
万
二
千
円
、
高
専
生
八
千
円
、
’

大
学
生
＝
国
公
立
一
万
二
千
円
、
、

私
立
一
万
七
千
円
▼
申
し
込
み
・
。

問
い
合
わ
す
：
福
祉
課
所
定
の
願

書
に
、
学
校
長
の
推
薦
調
書
、
成
績

証
明
、
在
学
証
明
舎
原
え
て
4
月

3
0
日
ま
で
に
福
祉
課
（
酋
⑩
3
Ｌ

4
1
）
へ
。
（
福
祉
課
）

市
民
歩
こ
う
会

▼
と
き
・
・
・
4
月
1
0
日
旧
、
市
民

会
館
前
へ
午
前
8
時
半
に
集
合
。
・

雨
天
時
は
が
月
1
7
日
㈲
に
順
延
▼

コ
ー
ス
・
：
市
愚
副
↓
炭
山
↓
水

晶
谷
↓
上
醍
醐
↓
三
宝
院
で
解
散

（
約

1 9
一
色
▼
準
備
品
・
：
昼
食
、
雨

具
、
水
筒
な
ど
。
交
通
費
は
各
自
負

担
▼
問
い
合
わ
せ
…
木
村
長
次
さ

ん
（
容
⑤
3
6
3
3
）
へ
。

吊
民
体
育
課
）

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

初
心
者
講
習
会

▼
と
き
・
：
4
月
1
0
日
剛
、
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治
公

民
館
▼
参
加
費
…
七
百
円
▼
準
備

品
…
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
（
ま
た
は

ゴ
ム
底
の
靴
）
▼
申
し
込
み
…
当

日
、
直
接
会
場
へ
▼
問
い
合
わ
せ

…
岡
村
光
芳
さ
ん
（
容
⑩
4
3
4

3
）
へ
。
吊
民
体
育
課
）

太
極
拳
入
門
講
習
会

ゝ
▼
日
程
・
：
左
表
の
と
お
り
、
4

月
1
0
日
収
～
7
月
1
0
日
面
の
月
曜

と
土
曜
日
か
除
く
毎
曜
日
各
会
場

太
極
拳
▼
講
師
…
陳
俊
彦
老
師
り

上
海
市
よ
雅
招
請
。
そ
の
外
宇
治

行政サービスコーナー

事務補助職員の募集

4月9日（土）まで

五
月
に
、
西
小
倉
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
に
行
政
サ
ー

二
千
円
（
月
額
）
▼
申
し
込
み
・
問

い
合
わ
せ
・
：
宇
治
市
太
極
拳
協
会

・
神
谷
昭
三
さ
ん
（
萱
⑩
0
1
9

8
）
ま
た
は
佐
藤
弘
子
さ
ん
（
⑩
5

3
0
7
）
へ
。
‘
吊
民
体
育
課
）

点
訳
奉
仕
員

養
成
の
講
習
会

▼
と
き
・
：
4
月
1
0
日
間
～
6
4
年

い
ず
れ
も
午
後
1
時
～
4
時
▼
と

こ
ろ
…
総
合
福
祉
会
館
▼
対
象
…

上
帑
よ
必
請
・
そ
の
外
宇
治
一
高
校
生
以
上
1
員
あ
人
（
先

市
太
極
拳
襲
器
員
▼
参
加
費
・
・
・
着
順
）
▼
受
講
費
・
：
千
円
▼
準
備

1

品
単
記

太極拳入門講習会の日程表

とき ところ

日曜 午前9時～10時半 市民会館（または宇冶中学校）

火曜

午後6時半

～8時

宇治公民館

水曜 広野公民館

木曜 木幡公民館

金曜 小ｉｔｉ’；民館

一一一一一一一一一一一一一‥ヽ い
合
わ
す
・
『
・
宇
治
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

バ
ン
ク
（
容
⑩
5
6
5
4
）
へ
▼
主

ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
。
そ
の

事
務
補
助
職
員
を
募
集
し
ま
寛

選
考
の
上
、
決
定
者
に
は
四
月

中
旬
に
ご
連
絡
し
未
1
。

▼
勤
務
時
間
・
：
午
前
と
午
後

で
交
代
▼
勤
務
場
所
・
：
西
小
倉

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内

「
行
政
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
」

▼
勤
務
内
容
・
：
市
民
課
の
諸
証

明
発
行
事
務
の
補
助
▼
対
象
・
：

1
8
歳
以
上
の
女
性
▼
定
員
…
若

干
名
▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
…
市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を

は
り
、
4
月
9
日
出
ま
で
に
職

員
課
へ
。
（
職
員
課
）

催
・
・
・
宇
治
市
盲
人
協
会
。

（
社
会
福
祉
協
議
会
）

社
会
保
険
相
談

▼
日
程
・
・
・
4
月
8
日
面
ｌ
木
幡

公
民
館
、
2
2
日
面
＝
宇
治
公
民
館
、

い
ず
れ
も
午
後
1
時
～
4
時
▼
内

容
…
年
金
や
健
康
保
険
の
仕
組
み

な
ど
に
つ
い
て
。
（
保
険
年
金
課
）

不
動
産
無
料
相
談
会

～
4
月
は
地
価
公
示
普
及
月
間
～

▼
と
き
…
4
月
6
日
團
、
午
前

1
0
時
～
午
後
4
時
▼
と
こ
ろ
…
伏

見
信
用
金
庫
大
久
保
支
店
3
階
▼

内
容
・
：
土
地
の
評
価
な
ど
▼
主
催

：
面
日
本
不
動
産
鑑
定
協
会
近
畿

会
京
都
部
会
。
（
用
地
課
）

国
民
年
金
保
険
料

4
月
末
ま
で
に
納
付
を

遺
族
の
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ

な
ぐ
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
応
募
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
／

六
十
二
年
四
月
生
辰
の
お
子
さ
ん
金
屎
し
て
い

毎
月
、
お
子
さ
ん
の
写
真
を
掲
載
し
て
ぃ
束
ふ
、

ま
す
。
広
報
課
（
酋
⑩
3
1
4
1
）

さ
い
。

ま
で
ご
連
絡
く
だ
Ｉ

（
広
報
課
）
一

命
1
1
1
1
一
一
一
一
Ｉ
Ｉ
一
一
ｌ
ｅ
ｌ
一
巻
参
曾
一
－
ｓ
Ｉ
一
一
摯
Ｉ
Ｉ
一

ま
た
、
未
納
期
間
が
多
く
な
る

と
老
齢
基
礎
年
金
額
が
減
じ
た

り
、
受
給
出
来
な
ぐ
な
る
場
合

も
あ
り
東
天
（
保
険
年
金
課
）

近畿青年洋上大学・青年国際交流事業

参加団員を募集
4月30日ま

で

近
畿
青
年
洋
上
大
学
と
青
年

国
際
交
流
事
業
の
参
加
団
員
を

募
集
。
募
集
要
領
は
下
表
の
と

お
り
で
す
。
（
青
少
年
対
策
室
）

団
員
募
集
の
要
領

区分 ■ＪＳ9回近畿肖年洋上．大学総務庁主催野年国際交流’）ｔ業

募恥期間 4）11ａ（勿－4月30日ＩＢ

原集入ａ 60人

青年海外派遣

合計1人

世界青年の肝
Ｋ

名
日中青年親善文ｉＫ 東南アジア

日韓青年親善Ｋ流 青年の船

対象

日本倒籍を宥し．4月1Ｈ現血、府内に居

住する20歳以上30歳以下の男女

日本国籍を有し、4ｌ＼1日現（ｉ－；、町・内に居住する2ｏ歳以上29歳以下｛’東南アジア青年

の船」は．18歳以上30歳以下）の舅女

申し込み

問い＜ｆわせ

●市教育委貝会青少年Ｍ策室豊22－5162

●府宇泊地方振男局民＊．課雲21－2102

●京都Ｗ－ｆｌｉｉ祉Ｓｉｉ存少年婦人課豊075－451－8111内2312

京都府ｆｓｉ祉部青少年婦人課

昔075－451－8111内2312

選乙・決定
書ｉｉ．作文．面接・＃Ａ：で選古し、上記大学

実行委貝会で決定
舎類，作文．面接審轟で選考し、国（総務庁）か決定

選考日 5月15日川く予定）

実施時期

功問先

8月9日（≪～21日川

中傘人民共和国■呑ｉｉ！：

青年海外派遣 9－ｌＯ月アフリカ外

日中青年親善交流 中華人民共和国

日韓青年観善交流 崎国

，世界青年の船 64／1－3月アメリカ今衆国外

東南アジア青年の船 9－11月東南アジア6力国

≫加費 Ｉ人ｌＴｌｉ円・1人約10－20万円

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
と

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

4
月
1
1
日
か
ら

四
月
十
一
日
か
ら
、
ツ
ベ
ル

ク
リ
ン
反
応
検
査
と
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接

種
が
開
始
。
詳
し
ぐ
は
、
六
十
三

年
度
版
の
「
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー

と
手
び
き
」
を
ご
覧
ぐ
だ
さ
い
。

▼
対
象
・
：
4
歳
未
満
の
乳
幼

児
（
生
後
3
ヵ
月
く
ら
い
か
ら
）

▼
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
を

受
け
ら
れ
な
い
子
・
：
①
3
種
混

合
予
防
接
種
か
受
け
て
一
週
間

以
内
②
麻
し
ん
（
は
Ｌ
か
）
、
流

行
性
耳
下
腺
炎
（
お
た
ふ
く
か

ぜ
）
の
予
防
接
種
を
受
け
て
1

ヵ
月
以
内
③
以
前
に
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接

種
し
た
子
④
麻
し
ん
、
流
行
性

耳
下
腺
炎
、
風
見
、
水
痘
（
み

ず
ぼ
う
そ
う
）
が
治
っ
て
一
ヵ

月
以
内
⑤
と
び
ひ
、
水
い
ぽ
、
手

足
口
病
に
か
か
っ
て
い
る
子
⑥

発
熱
し
て
い
る
子
▼
注
意
…
体

温
は
、
事
前
に
必
ず
測
定
の
こ

と
▼
準
備
品
…
母
子
手
帳
と
問

診
票
。

な
お
、
各
会
場
共
、
車
で
の

来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

在
宅
寝
た
き
り
者

訪
問
指
導
の
お
知
ら
せ

市
で
は
、
老
人
保
健
法
に
基

づ
き
。
四
十
歳
以
上
を
対
象
に

病
気
や
け
が
な
ど
で
家
庭
で
寝

た
き
り
の
人
（
こ
れ
に
準
ず
る

盛
暑
暑
）
に
対
し
て
、
保
健
婦

や
看
護
婦
が
訪
問
の
上
で
保
健

指
導
を
行
つ
て
い
毒
了
。

清
潔
保
持
、
体
位
変
換
、
体
の

拘
縮
や
床
ず
れ
予
防
な
ど
の
看

護
方
法
、
栄
養
・
運
動
・
生
活
面

で
の
療
養
方
法
、
ま
た
在
宅
療

養
条
件
の
整
え
方
な
ど
に
つ
い

て
の
指
導
を
行
い
ま
す
。
ご
家

庭
に
寝
た
き
り
の
人
が
い
ま
し

た
ら
、
保
健
予
防
課
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

839

供
用
開
始
区
域
広
が
る

回目回これまでの公共下水道供用開始の区域

吻3－ａ3月25日から公共下水道供用開始の区域

○六地蔵地区……奈良町と町並の一部フ

○木幡地区……御園・畑山田・御蔵山・平尾・須留・

北島と熊小路の一部・五ヶ圧雲雀島の一部

三
月
二
十
五
日
か
ら
。

上
図
の
区
域
で
も
公
共

下
水
道
の
供
用
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。

排
水
設
備
の
設
置
を
、

地
域
ぐ
6
み
で
進
め
て
い
た
だ

く
ぷ
つ
、
お
願
い
し
毒
ｙ
。
台
所
、

ふ
ろ
場
、
洗
濯
な
ど
の
生
活
排

水
と
浄
化
槽
式
ト
イ
レ
は
速
か

に
公
共
下
水
道
に
つ
な
収
替
え
、

ま
た
く
み
取
り
式
ト
イ
レ
は
公

示
後
三
年
以
内
に
、
水
洗
式
に

改
造
し
て
く
だ
さ
い
。

水
洗
化
や
排
水
設
備
工
事
は
、

市
指
定
の
「
排
水
設
備
工
事
公

認
業
者
」
だ
け
に
許
可
さ
れ
て

い
ま
す
。
必
ず
公
認
業
者
の
中

か
ら
選
ん
で
工
事
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
工
事
費
の
資
金
あ
っ

せ
ん
制
度
も
あ
り
ま
す
。
こ
の

外
、
ご
相
談
、
お
問
い
合
わ
せ
は

下
水
道
管
理
課
（
豊
⑩
8
4
7

6
）
へ
。
（
下
水
道
管
理
課
）

胃
が
ん
検
診
締
め
切
る

お
知
ら
せ

ボランティア保険

問い合わせ

保健予防課

電話223141

公共

下水道

お願い

人権本目談の開催

4月からは……総合福祉会館
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●13日（宇治保健所＝10時～正午、南京都信

用金庫本店＝＝13時半～15時半）、22日（〈株〉

ニチイ大久保店＝10時～正午と13時～15時

半）

●毎週月曜日／（宇治保健所一午前9時～10時

半）。■■㎜■

皿

●青少年相談（20日、市民会館13時～16時）。

●登記相談（9日、総合福祉会館13時半～15

時半）。

●京都府交通事故相談（6日、20日、京都府

宇治地方振興局Ｓ⑤2049、9吟～16時）。

交通事故の法律問題、示談のしかた、賠償

額の算定、訴訟や調定のしかた、自賠責保

険の利用のしかたなど、お気軽にご相談く

ださい。相談は無料、秘密は厳守。

ｒ’¨”¨………………………………゛………………………………ミ

社会福祉協議会の法律（定員10人）・年

金・結婚・心配ごとなどの相談日程や、

ｉ行政・人権・消費生活・精神薄弱者相談

の日程は，63年度版「市民カレンダーと

手びき」に掲載。ご利用ください。

このほか、市政相談と一般生活相談は

市役所市民相談室で、消費苦情相談は商

工観光課で、教育相談は教育委員会で、

日曜日を除く毎日受け付け。家庭児童相

談は月～金曜日の10時～16時に総合福祉

会館3階の家庭児童相談室（昔⑩8698）

で。し

ｉ…………………………………………………………………ｊ

人
身
事
故
を
引
き
起
こ
す
恐
れ
が

あ
り
大
変
危
険
で
す
。
こ
う
し
た

事
故
を
防
ぐ
た
め
、
「
ゴ
ミ
」
の
出

し
方
の
ル
ー
ル
を
守
り
圭
し
ょ
う
。

《
ゴ
ミ
の
出
し
方
の
ル
ー
ル
》

・
ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
は
、
必
ず

残
留
ガ
ス
を
抜
鳶
ハ
を
あ
け
る
・

灯
油
・
塗
料
缶
な
ど
鴎
中
身
を

完
全
に
空
に
す
る
・
ス
ト
ー
ブ
・

ち
中
の
ガ
ス
を

完
全
に
出
耀

ｌｌ水ｔ

を心打少

⑤
3
1
4
1
）
へ
連
絡
を
。

タイヤ・バッテリ・
今

ＩＰ

オートバイ

4

6

土砂・ガレキ

縫翁

こ
の
様
な
場
合
、
収
集
、
運
搬
、
な
ど
至
時
的
に
曇
重
に
出
る
ゴ

処
理
の
過
程
で
爆
発
し
、
重
大
な
ミ
は
、
事
前
に
清
掃
事
務
所
（
萱

家
庭
な
ど
か
ら
「
ゴ
ミ
」
と
し

て
出
さ
れ
る
ス
プ
レ
ー
缶
や
ス
ト

ー
ブ
の
中
に
、
可
燃
性
ガ
ス
や
灯

油
を
残
し
た
ま
ま
出
さ
れ
る
ケ
ー

ス
が
見
ら
れ
ま
す
。
・

コ
ン
ロ
な
ど
は
、
携
帯
ボ
ン
ベ
、

電
池
な
老
を
は
ず
し
て
出
す
・
携

帯
ボ
ン
ベ
な
ど
一
度
に
多
く
出
さ

ず
、
数
回
に
分
け
る
。

な
お
、
粗
大
ゴ
ミ
や
引
っ
越
し

ガスボンベ

掩

：

1

消火器・・

尹

ゴ
ミ
の

出
し
方

ル
ー
ル

を
守
っ

て

花火な・ど火薬類

錯

薬品類

籐

840

燃えないゴミ（市役所清掃事務所電話22－3141）

小倉町（奥畑）南陵町（全域）

羽拍子町（国道筋を除く全域）

4／119神明（全域）宇治（蛇塚、大谷、野神一部）

琵琶台（全域）広野町（小根尾一部）

開町（国道筋を除く全域）420広野町（小根尾、大開、尖山、宮谷、中島、丸山）

西大久保府営住宅（1～20棟）

開町（国道筋）広野町（桐生谷、一里山、東裏、寺山、西裏．茶屋

521大久保町基ｔ3ヒノ山、山ノ内、南ノロ、大竹、上ノ山、

久保）西大久保府営住宅（21～32棟）

安，田町（全域）伊勢田町（名木、浮面、蔭田、中ノ田、中ノ荒、新中

622ノ荒、ウトロ、南山）｀広野町（成田、新成田）

大久保町（田原、旦椋、平盛、井ノ尻、南ノロー部）

宇治（半白）小‘倉町（新田島を除く近鉄以東の全域、西山）723

羽拍子町（国道筋ｙ伊勢田町（北山、大谷、若林、井尻、中山、毛語）

小倉町（南浦、山際、京銀前から南京信前までの市

825道筋以南の西浦）伊勢田町（遊田、砂田）

西大久保府営住宅（33～43棟）

小倉町（蓮池、堀池、南堀池、京銀前から南京信前

9Ｓまでの市道筋以北の西浦）伊勢田町（南遊田）

棋島町（全域）
1127少倉町（近鉄以東の新田島）

于治（戸ノ内、蔭山、ＪＲ以北の御廟・天神）

木幡（平尾、須留、南原、御蔵山、畑山田、御園、

1228陣ノ内．赤塚、花揃．金草原、北畠、桧尾、北山畑、ＪＲＪｉｌ東の正中・東中）

余地論ｔ喬鷲？北島、西中、内畑、大瀬戸、西浦、

1329中村、南山畑、南山．南端、ＪＲ以西の正中

五ヶ庄■雇店な、ＪＲ以東の芝ノ東）

木幡（熊小路）五ヶ庄（雲雀島、谷前、西田、古川、北ノ庄、西川

14301原、壇ノ東．寺界道、野添、大林、梅林．西浦、新開、平野、折坂、福角、－・二・三番

割、ＪＲＪｉｌ西の芝ノ東、高峰山）菟道（平町）

五ヶ庄（大八木島、上村、岡本、日皆田、一里塚、戸ノ内、京大宿舎）

155／2蔚ｍ副工野除く全域）

羽戸山（全域）志津川（全域）

宇治（山本、乙方、東内、又振、・山田）

宇治（里尻、小桜、宇文字、壱番、妙楽、蓮華、塔川、善法、東山、下居、上権現町、琵琶、

野神．弐番、池森、米阪、矢落、若森、ＪＲ

185／3白訴鸚）

折居台（全域）天神台（全域）

し尿（城南衛生管理組合電話075－631－5171）

白川・志津川・菟道・宇治・神明・広野町・開町・大久保町地域

930田原、井ノ尻、旦椋、平盛、南ノロ

2ヽ北ノ山ヽ山ノ内ヽ上ノ‘山ヽ大竹ヽ茶屋裏ヽ久保ヽ南ノロ‾部ヽ西裏ヽ寺山（ＪＲＩｉ（西）ヽ115／寺山（翠光園団地）

寺山、大開一部、宮谷、尖山一部、丸山、一里山（府道以南、市道以東）、中島．125／6石塚（心華寺通り以西）

13康専、一里山、桐生谷、開町、石塚（心華寺通り以東）、宮北一部
14小根尾、大開一部、尖山一部、宮西、宮北、宮東（城南荘本通り以西）

宮東（城南荘本通り以東）、野神、大谷、弐番（府道以南）、大谷山（権見町）、琵琶、15若森（ＪＲ以南）、矢落（ＪＲ以南）｀

16下居、善法、壱番、妙楽、孚文字‘里尻（ＴＲ以南）、塔川

18蓮華、乙方、東内、又振、山田、紅斎、白川、金井戸、山本、荒模、田中．大垣内、妙見、志津川

森本（ＪＲ以東）、段ノ上、薮里、東西隼上り、東中、西中、河原、門前、只川．中筋、19池山、谷下り（ＪＲ以東）・、出口（ＪＲ以東）

｀
燃
え
な
い
ゴ
ミ
は
、
午
前
9
時

ま
で
に
、
決
め
ら
れ
た
場
所
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。
（
清
掃
事
務
所
）

つ
な

が

務

）

小倉町・伊勢田町・横島町・宇治・羽拍子町地域

山際、半白、薗場（大川原線以北）、大幡、北内、門口、幡貫、121郡、石橋（大川原線以東）

222老ノ木、久保、西山（国道以東）、寺内二部、蓮池、天干（府道宇洽小倉停重場線Ｐｉ北）

天王（府道宇治小倉停車場線以南）、東山、蔭山、吹前、

423中川原（大川原線以東）、十一（大川原線以東、国道以東）、十六（国道以東）、十八（国道以東）

525寺内、西浦
626南堀池（本通り以北）、南堀池（本通り以南）

727南堀池（大和）、堀池

南遊田、遊田、砂田、南山、ウトロ、毛語一部、中ノ荒、井尻、828中ノ田、名木、浮面、安田町全域

中山（近鉄以東）、大谷．西畑、中畑、春日森．－ノ坪、島前、930大町、大川原、中川原（大川原線以西）、石橋（大川原線以西）

115／2中山（近鉄以西）毛語若林
125／6羽拍子町
13弐番（府道以北）池森米阪、蛇塚

14北山Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ団地．中央台、西山（国道以西）、神楽田（山中含む）

戸ノ内、矢落（ＪＲ以北）、若森（ＪＲ以北）、里尻（ＪＲ以北）．15小桜、南堀池（田中、大和一部西2号通り以北）・

16東目川、西目川、南落合（0～3の通りまで）

18南落合（4の通り以降～13の通りまで）
19南浦（100～110、84～98、30～33）、大京団地、山際一部

20南浦、西浦一部、神楽田一部（近鉄以西）

し尿収集の届け出を

保
健
・
衛
生
・
相
談
・
移
動
図
書
館
(
4
月
分
)

4月の燃えないゴミ・し尿収集日程

表

収
集
で
き
な
い
ゴ
ミ

移
動
図
書
館

そ
よ
か
ぜ
号
巡
回
日
程

お
願
い


	page1
	page2
	page3
	page4

